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襲
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救
わ
ず

年 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
６
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

「
こ
の
（
戦
後
）

年
と
い
う
節
目

に
、
行
政
が
何
が
で
き
る
か
よ
く
考
え

て
対
応
し
た
い
」
。
３
月
の
参
院
予
算

委
員
会
で
石
破
茂
首
相
は
、
歴
代
首
相

が
静
観
し
て
き
た
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
空
襲
な
ど
に
よ
る
民
間
人
被
害
者
救

済
問
題
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
見
解
を

示
し
た
。 

 

民
間
人
被
害
者
の
立
法
に
よ
る
救
済

は
、
長
年
浮
か
ん
で
は
消
え
を
繰
り
返

し
て
き
た
、
被
害
者
救
済
を
目
指
す
超

党
派
の
国
会
議
員
連
盟
の
幹
部
は
与
党

ト
ッ
プ
で
も
あ
る
石
破
氏
の
答
弁
を

「
潮
目
が
変
わ
っ
た
」
と
評
価
。
今
国

会
で
の
法
案
の
提
出
・
成
立
に
弾
み
が

つ
い
た
か
に
思
わ
れ
た
。 

 

民
間
人
被
害
者
を
巡
っ
て
は
、
１
９

７
０
～

年
台
に
野
党
が

回
、
国
会

に
救
済
法
案
を
提
出
し
た
が
廃
案
が
続

い
た
。
そ
れ
に
先
立
つ

年
、
空
襲
被

害
者
が
国
に
慰
謝
料
を
求
め
た
訴
訟
で
、

最
高
裁
が
「
国
の
存
亡
に
か
か
わ
る
非

常
事
態
の
も
と
で
は
等
し
く
受
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
戦
争

被
害
受
認
論
を
示
し
て
請
求
を
退
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
救
済
へ
の
動
き
は
止
ま
っ

た
。 

 

し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
り
東

京
、
大
阪
で
空
襲
被
害
者
に
よ
る
提
訴

が
相
次
ぐ
。
原
告
ら
は
裁
判
と
並
行
し

て

年
に
「
全
国
空
襲
被
害
者
支
援
連

絡
協
議
会
」（
全
国
空
襲
連
）
を
結
成
。

立
法
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
て
働
き
か

け
を
始
め
る
。 

 

翌
年
に
当
時
野
党
だ
っ
た
旧
民
主
党

を
中
心
に
超
党
派
の
国
会
議
員
連
盟
が

発
足
。
全
国
空
襲
連
と
救
済
法
案
の
作

成
を
進
め
た
。

年
に
ま
と
め
た
素
案
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で
は
、
負
傷
者
だ
け
で
な
く
戦
災
弧
児

や
遺
族
ら
も
対
象
に
１
人

万
～
１
０

０
万
円
を
支
給
。
対
象
者
は

万
人
、

予
算
は
６
８
０
０
億
円
と
試
算
さ
れ
た
。 

 

し
か
し

年
の
衆
院
選
で
、
議
連
は

活
動
を
事
実
上
停
止
。
そ
の
後
、
与
党

に
返
り
咲
い
た
自
民
党
議
員
が
会
長
に

就
き
、
改
め
て
法
案
作
成
が
進
ん
だ
。 

 


年
に
出
し
た
骨
子
は
、
現
在
の
日

本
国
内
で
の
空
襲
や
艦
砲
射
撃
な
ど
で

障
害
や
ケ
ロ
イ
ド
を
負
っ
た
人
に
一
律


万
円
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
。
対

象
も
法
施
工
時
に
生
存
し
て
い
る
人
に

限
り
、
対
象
者
４
万
６
０
０
０
人
、
予

算
は

億
円
と
大
幅
に
縮
小
し
た
。「
立

法
の
実
現
性
を
優
先
し
た
苦
渋
の
決
断
」

（
全
国
空
襲
連
運
営
委
員
長
の
黒
岩
哲

彦
弁
護
士
）
だ
っ
た
。 

 

議
連
は
戦
後

年
の
今
年
が
立
法
実

現
の
最
後
の
機
会
と
捉
え
、
動
き
を
本

格
化
さ
せ
た
。
民
間
人
へ
の
補
償
に
積

極
的
な
国
に
配
慮
し
、
支
給
の
名
目
を

補
償
的
な
意
味
合
い
を
弱
め
る
「
一
時

金
」
と
す
る
な
ど
し
て
各
党
で
党
内
手

続
き
に
入
っ
た
。 

 

提
出
の
鍵
を
握
る
自
民
で
は
議
連
幹

部
が
５
月
末
に
複
数
の
党
幹
部
と
会
談

し
た
が
、
色
よ
い
反
応
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
。 

 

国
会
の
会
期
末
が
迫
る
中
、
議
連
副

会
長
の
平
沢
勝
栄
衆
院
議
員
は
、
６
月

６
日
に
あ
っ
た
衆
院
予
算
委
で
石
破
氏

に
直
接
質
問
す
る
こ
と
で
局
面
の
打
開

を
図
ろ
う
と
し
た
。
一
時
は
調
整
が
進

ん
だ
が
、
党
の
判
断
で
直
前
に
見
送
ら

れ
、
切
り
札
を
封
じ
ら
れ
た
形
と
な
っ

た
。
ま
た
一
部
野
党
で
も
党
内
手
続
き

が
終
わ
ら
ず
、
今
国
会
で
の
提
出
は
極

め
て
困
難
な
情
勢
と
な
っ
た
。 

 

翌
日
に
全
国
空
襲
連
が
国
会
内
で
開

い
た
集
会
に
出
席
し
た
平
沢
氏
は
「
ほ

と
ん
ど
の
議
員
が
賛
同
し
、
組
織
的
に

反
対
す
る
人
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
な

の
に
ど
う
し
て
前
進
し
な
い
の
か
、
不

思
議
で
仕
方
な
い
」
と
悔
し
さ
を
に
じ

ま
せ
た
。 

 



 


